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１ はじめに 

 動物愛護センターの事業として、子どもに対する動物愛護の啓発があり、主に動物ふれあい教室、

動物ふれあい出前教室、学校飼養動物支援事業等が挙げられる。 

新規事業として平成27年度から「いのちの授業」を実施した。本事業は動物の「きもち」や「い

のち」についてワークショップ形式で子どもたちが主体的に考えながら、動物を飼養している

人間が果たさなければならない責任について学ぶことを目的とした。 

 授業を受けた教諭や子どもたちからは、動物との接し方や飼い主責任の理解について好意的な反

応がみられた。そこで、学年やクラスの状況などが異なる子どもたちに対して、それぞれどのよう

な内容で実施するのがより効果的かを検討したので報告する。 

 

２ 実施方法 

（１）実施校数 

平成27年度及び平成28年度で 

本事業を実施した学校を表１に示し 

た。実施校数は述べ18校、内訳は 

低学年（１，２年）10校、中学年 

（３，４年）２校、高学年（５，６ 

年）４校、高等学校２校、実施回数 

は延べ31回で受講した児童・生徒 

数は772名であった。 

  

 

（２）申し込み理由 

本事業への申し込み理由を表２に示した。動物飼養経験の有無と、本事業への申し込みのき 

っかけで分類した。なお、事例ＮとＰはそれぞれＤとＦと同一クラスのため省くこととした。 

また、事例Ｆは高校生のため動物飼養経験の有無を把握できなかったため不明とした。 

申し込みのきっかけは、既に動物を飼養しておりその飼い方相談が４件、これから動物飼養 

を始めたいという相談が４件、子どもたち自身が「遺棄動物」について興味をもっておりそれ 

に関係した授業をして欲しいという相談が６件あった。 

また、教諭向けに行った学校飼養動物に関する研修会において本事業の存在を知り、申し込 

んだ事例が２件あった。 

   低学年は平成 23 年度に新学習指導要領が実施されたことで動物をすでに飼養している場合

が多く、センターに相談するきっかけとしては飼養方法やこれから飼うための助言といった技

表１ 「いのちの授業」実施校一覧

 



術的なサポート、または飼っているがさらに踏み込んだ学習をしたいといった内容で当センタ

ーに相談をする事例が10校中８校であった。 

   反対に、中学年や高学年及び高校では、学校での動物飼養の経験はないが子どもたちが「遺

棄動物」等に対して自発的に興味を持っており、それを受けて教諭が申し込む事例が６校中４

校であった。飼い方の技術的なサポートというよりは、子どもたちの精神面での成長等に対す

る期待といえた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）授業内容 

   授業はワークシートを用い、ワークショップ形式で行った。これは、子どもたち自らが考え 

たことや感じたことをワークシートに書き込みそれを発言することで、主体的に考え授業への 

参加を促すためである。 

   ワークショップで扱う項目は、表３に示した７項目とし、子どもたちの年齢や状況、教諭か 

らの要望などから組み合わせを変えて実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 各事例の動物飼養経験の有無と申し込みのきっかけ 

 

表３ ワークショップで扱う７項目 

 



３ 結果 

各事例で実施した授業内容と各項目の子どもたちの様子を◎、○、△に分類して評価し、表４に

示した。評価基準は、質問に対して子どもたちがどの程度反応したかで分類し、◎ほぼ全員が反応、

○半数程度が反応、△一部だけが反応、とした。 

 本事業で学んでほしいことは項目⑥の「動物に対する人間の責任」であるため、全校で実施した。

この話をした際の子どもたちの様子で◎または○が付いている事例は低学年ではＡ、Ｈ、Ｋ、Ｍ，

Ｏの５校であった。５校に共通したことは、項目⑥を話す前に項目③から⑤までをすべて行ってい

たことであった。一方、項目⑥に△が付いている事例Ｃ，Ｅ，Ｇ，Ｌ，Ｑの４校では、教諭からの

求めに応じて動物の飼い方という技術的な話に重点を置いたか、項目③から⑤のいずれかを実施し

なかったことによる可能性があった。 

中学年以上では、項目の組み合わせに左右されることなく項目⑥を話した際の子どもたちは概ね

集中していた。高学年の事例Ｄは授業後に動物の飼養を開始したが、項目⑥の「飼い主の責任」を

よく理解し飼養にあたったと担任教諭から報告を受けた。 

学年を問わず、教諭からは「保健所で飼育放棄される犬や猫をたくさん見てきた行政の獣医師だ

からこそ、『飼い主の責任』という言葉に重みがある」といった手紙を、子どもたちからは「動物の

きもちを考えてお世話をしたい」「責任を持って最期まで世話をしないといけないと思った」といっ

た感想をもらった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎：ほぼ全員が反応 ○：半数程度が反応 △：一部だけが反応 

４ 考察 

今回の結果から、項目⑥を理解するために必要な授業内容を学年別に検討した。 

表４ 各事例での授業内容と子どもたちの様子 

 



 （１）低学年：事例Ａ、Ｃ，Ｅ、Ｇ，Ｈ、Ｋ，Ｌ，Ｍ、Ｏ、Ｑ 

   子どもたちの集中力は短く、また理解力やすでに持っている知識量が他の学年と比べ少ない 

と考えられる。よって、この学年では一つの話題にじっくり時間をとることはせず、項目③か

ら⑥までをすべて行うのが良いと判断した。項目①のような技術的な話を教諭から希望された

場合は、学校飼養動物支援事業として別に実施することが必要と考える。 

 また、動物を飼養している事例は項目⑤の動物のきもちを考える際、積極的発言が多かった。 

動物を飼養していない子どもたちにも、積極的に動物のきもちを考える質問を用意することが

必要と感じた。 

項目④の心音聴取のような実験的要素のあるものはどの事例においても子どもたちの反応

が良い。自分と動物の心音を聴き比べることで項目③をより実感しやすいと考えられるので、

項目③と④はセットで実施する方が良いと考える。 

（２）中学年：事例Ｉ、Ｊ 

   子どもの授業中の様子は非常に意欲的であった。項目数は２または５と極端であるが、いず 

れの場合も集中力が切れることなく充実した授業であったことから、項目数は多くてもよいと 

考える。また、興味がある子どもが対象であれば、項目⑦のような現実に起こっている問題に 

対してもきちんと向き合う力があると考える。 

 （３）高学年以上：事例Ｂ，Ｄ，Ｆ、Ｒ 

   遺棄動物の問題等に関心が高い子どもや自ら学ぼうとする意欲のある子どもが多い。こちら 

の話を理解する力もついており、項目数は少なくとも集中力が切れることなく授業に対して終

始非常に意欲的であった。ワークショップ形式で「動物にも人間同様感情や要求がある」こと

を分かってもらいながら、遺棄動物の問題など、ひとつのテーマを詳しく話すことで、動物の

適正飼養とはどういうことか、を正しく理解できると考える。 

５ まとめ 

本授業は「動物を飼う際、人間には責任がある」ことを子どもたちに知ってもらうことが目的の

一つであるが、けして「命はこういうものだ」「こうしなさい」などと教えたりはせず、子どもたち

に主体的に考えてもらうことに重きを置いている。授業を受けた教諭から「子どもたちが動物の

きもちを考えて世話をするようになった」「生き物を飼うということに責任が伴うことを実感

したようだ」といった好意的な声をいただくことも多いのは、子どもたち自身で多くの事に「き

づく」からであろう。  

また、子どもたちの様子や言葉から、子どもたちの中にはもともと優しさの芽があり、本事

業で「動物のきもち」を考え「人間の責任」を知ることで、子どもたち自身でその芽を育てら

れるのだと実感した。そして、実際に飼い主から放棄された動物たちと接する行政の獣医師だ

からこそ、そのきっかけを提供することができるのだと改めて感じた。 

今回の検討を元に、子どもたちに対して最適な内容で「いのちの授業」を実施することで、子ど

もたちが他者の気持ちを思いやり飼養動物に対して責任を果たすことができる大人になって

もらうことを願いつつ事業の推進に努めたい。 


